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Ⅰ

【
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
】
と
【
現
代
仮
名
づ
か
い
】
を
確
認
し
よ
う
！ 

① 
「
た
づ
ね
て
」
②
「
あ
た
へ
む
」
③
「
や
う
す
」
を
現
代
仮
名
づ
か
い
に
直
し
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 

 
 

 

Ⅱ

【
主
語
と
述
語
】 

１ 

内
田
さ
ん
は
、
部
活
動
の
紹
介
文
を
書
き
始
め
て
い
ま
す
。
内
田
さ
ん
が
書
き
始
め
た
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

   

傍
線
部
「
吹
奏
楽
部
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
練
習
に
も
勉
強
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
」
は
、「
吹
奏
楽
部
の
良
い
と
こ
ろ
」
と
「
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
」
と
の
言
葉
の
関
係
が
不
適
切
で
す
。
こ
の
文
の
内
容
を
変
え
な
い
よ
う
に
、「
取
り
組
み
ま
す
」
の
部
分
を
適
切
に
書
き
直
し
な
さ
い
。 

   

２ 

「
手
に
汗
を
握
る
」
は
「
興
奮
や
緊
張
で
は
ら
は
ら
す
る
」
様
子
を
表
す
慣
用
句
で
す
。「
手
に
汗
を
握
る
」
ま
た
は
、「
手
に
汗
を
握
っ
た
」
を
文
末
に

用
い
た
一
文
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、「
手
に
汗
を
握
る
」
の
主
語
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
ど
の
よ
う
な
姿
（
様
子
）」
に
「
手
に
汗
を
握
る
」
の

か
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

   

３ 

次
の
Ａ
、
Ｂ
、
二
つ
の
文
の
内
容
を
変
え
な
い
で
、（ 

① 

）（ 

② 

）
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
一
つ
の
文
に
ま
と
め
な
さ
い
。 

    

 

 

年 

 

 

組 

 

 

 

１ 

中
学
校
の
国
語
の
授
業
で
、
「
情
報
化
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
」と
い
う
テ
ー
マ
の
意
見
文
を
書
い
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
「構
成
を
工
夫
し
て
、
自

分
の
意
見
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
」
で
す
。
今
日
の
授
業
で
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
意
見
文
を
グ
ル
ー
プ
内
で
読
ん
で
話
し
合
い
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
自
分
の
意
見
文

を
推
敲
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
文
章
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
小
森
さ
ん
と
村
上
さ
ん
が
書
い
た
意
見
文
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な

さ
い
。 

１ 

中
学
校
の
国
語
の
授
業
で
、
「
情
報
化
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
」と
い
う
テ
ー
マ
の
意
見
文
を
書
い
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
「構
成
を
工
夫
し
て
、
自

分
の
意
見
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
」
で
す
。
今
日
の
授
業
で
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
意
見
文
を
グ
ル
ー
プ
内
で
読
ん
で
話
し
合
い
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
自
分
の
意
見
文

を
推
敲
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
文
章
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
小
森
さ
ん
と
村
上
さ
ん
が
書
い
た
意
見
文
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な

さ
い
。 

  

 
 

私
た
ち
は
、「
吹
奏
楽
部
」
で
す
。
部
員
は
20
人
。
顧
問
は
音
楽
科
の
加
藤
先
生
で
す
。 

吹
奏
楽
部
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
練
習
に
も
勉
強
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

答
え 

 

答
え

① 

答
え

③ 

答
え

② 

答
え 

  
 

Ａ
「
群
衆
は
メ
ロ
ス
を
励
ま
す
」
。 

 

Ｂ
「
メ
ロ
ス
は
城
ま
で
走
り
切
っ
た
。
」 

答
え 

（ 
 

① 
 

）
は
、（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
城
ま
で
走
り
切
っ
た
。 
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Ⅲ
 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。【
文
章
と
資
料
と
の
関
係
を
考
え
る
！
】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
一 

図
１
～
３
の
資
料
か
ら
は
、
読
み
取
る
こ
と
の
出
来
な
い
内
容(

分
析)

の
書
か
れ
た 

一
文
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
、
初
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
五
字
を
書
き
な
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

皆
さ
ん
は
、
暑
い
と
き
に
は
何
を
飲
ん
で
、
喉
を
潤

し
て
い
ま
す
か
？ 

 

次
の
図
１
～
３
の
家
計
調
査
（
二
人
以
上
の
世
帯
）

の
結
果
か
ら
「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
購
入
状
況

に
つ
い
て
、
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
、「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
世
帯
ご
と
の
支

出
金
額
を
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
三

か
年
平
均
で
月
別
に
み
る
と
、
七
月
と
八
月
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
一
月
は
２
２
０
円
と
一
番
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

次
に
、
世
帯
ご
と
の
「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の

年
間
支
出
金
額
に
つ
い
て
、
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１

８
年
ま
で
の
推
移
を
み
る
と
、
支
出
金
額
は
２
０
１
１

年
に
大
き
く
増
加
し
、
そ
の
後
２
０
１
４
年
ま
で
減
少

す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
増
加
に
転
じ
、
２
０
１
８

年
に
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
１
年
は
、
三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
各
家
庭
で
防
災
意
識
が
高
ま
り
、
前
の
年
よ
り
多

く
の
「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
が
購
入
さ
れ
ま
し
た
。  

最
後
に
、「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の
１
世
帯
当
た

り
年
間
支
出
金
額
を
都
道
府
県
庁
所
在
市
及
び
政
令

指
定
都
市
別
に
み
る
と
、
那
覇
市
が
最
も
多
く
、
次
い

で
、（ 

① 

）、
東
京
都
区
部
、
川
崎
市
、
水
戸
市
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
那
覇
市
の
年
間
支
出
金
額
は
全
国
平
均
の
約

（ 

② 

）
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り 

答
え 

 
 
 

 

問
二 

文
章
中
の
（
①
）
に
入
る
都
市
名
、（
②
）

に
入
る
数
値
を
答
え
な
さ
い
。 

※
②
に
入
る
数
値
は
小
数
第
２
位
を
四
捨
五
入

し
て
小
数
第
１
位
ま
で
答
え
な
さ
い
。 

答
え
① 

 
 
 

 

答
え
② 
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中
学
生
の
中
西
さ
ん
は
、
国
語
の
授
業
で
「
気
に
な
る
日
本
語
」
を
テ
ー
マ
に
、
身
近
な
言
葉
の
中
か
ら
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
や
興
味
を
も
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
調
べ
る
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
次
は
、
中
西
さ
ん
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

                            

「全然」 について                     No．1 

氏名 中西 健一 

１ 「全然」を取り上げた理由 

先日、テレビ番組で若いレポーターが「こちらはまだ全然明るいですよ。」と話していた。

それを聞いていた祖母が「この人の『全然』の使い方は気になるわねえ。」と言っていた。 

確かに授業では、「全然」は「全然～ない」のように、後ろに 

特別な言い方を伴う副詞として「もし～なら」「まるで～ようだ」 

と一緒に学習した。 

しかし、私自身も「全然明るい」という使い方をすることがあ 

るので、この言葉を取り上げて調べてみようと思った。 

２ 調査方法 

① 「全然」の意味を、学校図書館にある国語辞典で調べた。 

② 「全然」の使い方に関連する情報をインターネットや市の図書館の資料で調べた。 

 

３ 調査結果と考察 

⑴  国語辞典 

 図書館にあった２冊の国語辞典で「全然」を引いた。どのよ 

うに説明されているか整理してみると、次の２種類の使い方に 

分けることができた。 

一つめは、打ち消しや否定的な意味の語を伴う使い方であり、 

二つめはくだけた言い方で、肯定的な意味で強調する使い方で 

ある。先日のテレビの若いレポーターは、二つめの意味の使い 

方をしていることになる。 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 国語に関する世論調査                          No．２ 

   インターネットで検索した結果、文化庁の「平成 28年度 国語に関する世論調査」に「全然」

の使い方に関するアンケートがあることが分かった。 

    そこで、市の図書館へ行き、「国語に関する世論調査」についての報告書を探した。「全然」に

関する調査結果は、日常会話の 

中でそのような言い方をするこ 

とがあるかどうかを尋ねた項目 

の中にあった。 

    次のグラフは「全然」の使い 

方に関するアンケートの結果で 

ある。 

 

 

【このグラフから分かること】 

   〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○○ 

  ○○○○○○○○。 

 

 



問
一  

中
西
さ
ん
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
１  

「
全
然
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
を
調
査
す
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。 

２  
「
全
然
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
文
化
庁
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

３  
「
全
然
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
図
書
館
に
あ
っ
た
国
語
辞
典
や
報
告
書
な
ど
複
数
の
資
料
で
調
べ
て
い
る
。 

４  

「
全
然
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
否
定
的
な
意
味
の
語
を
伴
う
言
い
方
の
実
例
を
集
め
て
表
に
整
理
し
て
い
る
。 

   

問
二  

レ
ポ
ー
ト
（
№
２
）
の
続
き
の
【
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
】
に
は
、
文
化
庁
が
行
っ
た
「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
グ
ラ
フ
か
ら
分

か
る
こ
と
を
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。【
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
】
に
当
て
は
ま
る
文
章
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１  

十
六
歳
以
上
二
十
九
歳
以
下
の
人
の
半
数
以
上
が
、「
全
然
明
る
い
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
五
十
歳
以
上
の
人
で
は
一
割
未
満
に 

 

 
 

 

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
全
然
明
る
い
」
と
言
う
か
ど
う
か
は
、
世
代
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

２  

若
い
世
代
で
は
、
大
多
数
の
人
が
「
全
然
明
る
い
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
が
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
「
全
然
明
る
い
」
と
言
う
回
数
が 

少
し
減
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
全
然
明
る
い
」
と
言
う
か
ど
う
か
は
、
世
代
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

３  

調
査
対
象
と
な
っ
た
人
の
う
ち
、
八
割
近
い
人
が
「
全
然
明
る
い
」
と
は
言
わ
な
い
の
に
対
し
て
、
二
割
を
超
え
る
人
た
ち
は
、「
全
然
明
る
い
」 

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
全
然
明
る
い
」
と
言
う
か
ど
う
か
は
、
世
代
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

４  

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
若
い
と
き
に
は
「
全
然
明
る
い
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
も
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
「
全
然
明
る
い
」
と
は
言
わ
な 

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
全
然
明
る
い
」
と
言
う
か
ど
う
か
は
、
世
代
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

      

答え 答え 


